
2020年春、日本でも「5G（第5世代移動通信システム）」

の商用サービスが始まった。

通信技術は世代を重ねるごとに進化し、サービスの

提供価値を拡大してきたが、5Gは従前をはるかに

凌駕する進化を遂げたといわれる。4Gまではコミュニ

ケーション領域における高速化などが中心だったが、

5Gは社会全体に大きな変革をもたらす基盤技術と

して活用が期待されている。

だが、その変革の実現は5Gだけでは成し得るもので

はない。「高速・大容量」「超低遅延」「多数同時接続」

という5Gの技術特性を生かし、その恩恵を得るため

にはデータを活用するコンピューティング環境が必要

となる。その役割を担うのが、データの生成場所に

近いところで計算処理をして洞察とアクションにつな

げる「エッジコンピューティング」だ。

5Gとエッジコンピューティング―この2つの技術

が相乗効果を発揮すれば、社会に新たな価値がもた

らされるだろう。これらの技術はどのように人々の

社会をよりよく変革するのだろうか。その技術の特性

と可能性について考えてみたい。

5Gと 
エッジコンピューティング 
で実現する 
データ主導社会



日本政府は、日本が将来目指すべき姿として「Society 5.0」
（超スマート社会）の実現を提唱している。そこでは、今後AI
やIoTの社会実装が進み、さらに5Gが生活に浸透することで
サイバー空間とフィジカル空間が一体化する“サイバー・フィ
ジカル・システム”が進展することが予想される。その結果、
労働人口の減少による人手不足などのさまざまな社会課題
を解決し、経済成長を実現させるとしている。
このデータ主導型の「超スマート社会」を実現するためには、
現在のAIやIoTの取り組みだけでは解消されない社会課題
を解決するための技術とそれを用いた施策が必要である。

取り組むべき社会課題は大きく3つあると考える。

労働環境の変化：
労働人口の減少に加え、コロナウイルス感染症の影響による移動の制限
なども合わさり、各産業の維持や技術伝承はますます難しくなっている

顧客の多様化：
ライフスタイルが多様化し、従来のような画一的なサービス・製品では
要望を満たせなくなっている。加えて、就業・教育・娯楽の機会を平等
に提供することも社会には求められる

データの資産化：
各種デバイスから爆発的に産み出されるデータを資産として活用する
方法を見つけなければ社会の効率化は実現できない

このような課題の解決につながるテクノロジーは複数あるが、
その中でも不可欠と考えられるのが「5G」と「エッジコンピュー
ティング」である。
5Gは高速・大容量、超低遅延、多数同時接続を実現する移動
通信技術である。一方、エッジコンピューティングは、工場の
生産設備や倉庫に設置されたIoT機器、自動車など、企業ネット
ワークの「端（エッジ）」で稼働するデバイスから収集したデータ
を、データの発生源に近い場所で処理するコンピューティング
モデルである。
従来、企業はさまざまなデータ処理を自社内あるいはクラウド
のデータセンター等で集中的に行ってきた。だが、IoT化が進み、
各種デバイスから産み出されるデータが膨大となる中で、それ
らを最大限に活用するにはレスポンス速度の面でもネット
ワーク負荷の面でもこれまでのクラウド処理だけでは限界が
あることが見えてきた。
そこで、移動体であるエッジ・デバイスとエッジ・サーバーを5G
通信でつなぎ、多数のデバイスから収集される大容量のデータ
を、デバイスにより近いエッジ・サーバーでリアルタイムに処理
して、超低遅延で処理結果を返す。これによりレスポンス速度
の問題も、ネットワーク負荷の問題も解消することができ、
データを最大限活用できる環境を整えられるのである。IoT
化が進んだ社会において、5Gとエッジコンピューティングは
非常に親和性の高いテクノロジーと言える。

なぜ、5Gとエッジコンピューティングか

5Gとエッジコンピューティングは
データ主導型社会を加速させ、
より優れたものにします

アプリケーションを“データが作られる場所”かつ
“アクションを取る場所”の近くに配置することで、
安全に迅速な洞察とアクションを可能にします。

5Gとエッジコンピューティングにより加速するデータ主導型社会

エッジコンピューティング

あらゆる場所から高速・大容量通信、
超低遅延、多数同時接続が可能になることで、
これまでとは段違いの高精度のコンテンツ配信や

モノのトレースを可能にします。
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5G通信とは 移動体通信技術は1970年代のアナログ通信（1G）から1990年
代以降のデジタル通信（2G～4G）へと進化してきた。
5G通信はその延長線上にある技術である。大きく3つの特徴が
あり、増大するデータ通信を支える基盤となることが期待され
ている。

高速・大容量：
現在（4G）の移動通信システムより10～20倍高速な通信を実現

超低遅延：
送信速度の遅延は4Gの10分の1となり、遠隔でもリアルタイムに建機
やロボットを操作

多数同時接続：
現在の30-40倍の数の端末の同時接続が可能となり、スマホやパソコン
だけでなく、家電やセンサーなど身の回りのあらゆる機器がネットに接続

例えば、動画のような大容量のデータも高速で送受信できる
ため、デジタル・サイネージ、バーチャル・ショッピングによる顧客
体験の向上、建設現場・工場内の作業支援・安全確認などに
よる労働環境の向上が期待できる。リアルタイムのレスポンス
が求められるもの、例えばデータ分析に基づく工場内の制御、
コネクテッド・カーの制御には超低遅延の特徴が生きる。数万・
数十万のアクセスが予測されるスポーツ観戦などのエンター
テインメント領域は多数同時接続なしでは実現できないで
あろう。
5Gのサービスには、通信キャリアが公共インフラとして提供
する形式と、特定エリアに特化した通信サービスを提供する
形式の2つが存在する。通信キャリアが公共インフラとして広範
に提供する5Gサービスは「パブリック5G」と呼ばれる。また
通信キャリアが特定企業・団体に企業内ネットワークとして
提供する5Gサービスは「プライベート5G」、通信キャリア以外
が特定エリアに提供する5Gサービスは「ローカル5G」と呼ば
れる。プライベート5Gとローカル5Gでは特定企業や地域の
個別のニーズに応じてネットワーク設計をすることが可能であり、
他の場所の通信障害や災害などの影響を受けにくいという特徴
がある。



コンピューターによる処理は、メインフレームによる集中処理、
クライアント・サーバーによる分散処理、そしてクラウドと進化
してきた。だが、クラウドは物理的にデータの発生源から離れて
いるため、データの往復によるネットワークの遅延がどうして
も生じてしまう。また、データの活用がさまざまな場面で重要
になるにつれ、ネットワークダウンによる処理停止が深刻な
問題となること、データの発生源とクラウドとの間でのデータ
の移動は漏洩や攻撃のリスクを高めること。これらの要素が、
ユーザー・デバイス・アプリの多様化、そしてデータ量の爆発的
な増加という状況によってさらに問題になりやすくなり、クラ
ウドからエッジコンピューティングによる超分散処理にシフト
が進むこととなった。

エッジコンピューティングには大きく３つのメリットがある。

リアルタイム性：
遅延なく処理結果を工場や自動運転の制御へ適用

レジリエンシー：
ネットワーク切断された環境での処理の継続

セキュリティー：
機密性の高いデータの活用

気をつけたいのは、エッジコンピューティングとクラウドは対立
するものではないという点である。これらは補完的に連携し、
データの活用を促進する。

エッジ 
コンピューティング
とは

成長領域 活用例

エッジコンピューティングによるビジネスのメリット

エンタープライズ・データとアプリケーションの保護

データの常駐およびプライバシー規制への準拠

計画外の停止や接続の喪失による
収益損失を削減

ユーザー・エクスペリエンスの
向上と新しいサービスによる収益の増加

生産性、品質、安全性プロセスの改善により
コストを削減

リアルタイム性

レジリエンシー
（回復力）

セキュリティー

● 数千のサイトでアプリをリモートで保護
● サイトへの攻撃の影響範囲の縮小化

● 切断中の連続操作
● 遠隔地での操作

● “つながる工場”での製造品質管理
● 小売業での在庫の通知と管理
● 労働者の安全管理

● ATMや発券機などの無人端末のアプリケーション
● コネクテッドカー搭載のアプリケーション

● データの作成場所で処理を実施
● 地理的境界内でのデータの保持



5Gとエッジコンピューティングはその特徴から、社会の隅々
から発生するデータをリアルタイムに活用可能とし、扱える
情報量を飛躍的に向上させることが期待される。2つの技術
がもたらす代表的な変革は、「時と場所を問わないデジタル
体験」と「社会、業務のさらなる自動化」と考える。

「時と場所を問わないデジタル体験」　
リアルとバーチャルの垣根が低くなり、時と場所を問わない
デジタル体験が当たり前になる。これは画一的な製品・サー
ビスではない顧客サービスや、平等な機会の提供を実現する。
例えば、バーチャル・ショッピングで、いつでもどこからでも
欲しいものを見つけられる。あるいは、顧客の生活の場にある
エッジ・デバイスにより、健康的な生活を行うためのアドバイス
や支援が得られる。

「社会、業務のさらなる自動化」
従来はタイムリーなアクセス、集約が難しかった情報が扱える
ようになり、社会活動、企業業務の自動化が進むと考えられる。
これによって労働環境が改善すれば、産業の維持や技術伝承
に貢献できるだろう。例えば製造現場では、生産設備とロボット
を5G無線接続することで、柔軟性のある生産ラインが実現し、
小売店では製品知識や購買履歴に基づくサービス品質の高い
自動接客が可能になる。

このように、5Gとエッジコンピューティングは、高品質なサー
ビスの提供を可能とし、社会の自動化を促進することで、冒頭
に挙げた社会課題の解決に寄与する。データ主導社会を実現
し、人々の生活をより良いものへと変革を実現するのである。

5Gとエッジコンピューティングが実現すること

5Gとエッジコンピューティングが拡大する見込み領域（業界別/目的別）

製造業 スマート・マニュファクチャリング、作業者の安全確保、ドローン・AR点検・保全

自動車・運輸業 コネクテッドカー、MaaS、完全自動運転、隊列自動運転、運輸モニタリング

電力・ガス スマートグリッド、ドローン監視、ARヘルメット、次世代警備システム

建設・土木業 ドローン危険予知、重機の遠隔操作

金融業 バーチャル接客、ドローン損害査定

小売業 バーチャル接客、AR/VR（ショッピング体験）、店舗・倉庫オペレーション自動化

メディア・エンターテインメント AR/VR（ゲーム）、3D、ホログラム、バーチャルスポーツ観戦、eスポーツ

農林水産業 農場管理、作物モニタリング、農機の遠隔操作、トレーサビリティー

公共 公共インフラ・モニタリング、スマート電灯、スマート駐車場、ドローン警護

医療・介護 遠隔診療、遠隔手術、転倒検知、子ども・高齢者の見守り

教育 学校内環境での教育アプリケーション

働き方改革 ドローンやウェアラブル・デバイスによる作業者安全確保、スマートオフィス、テレワーク

サービス（品質）向上 リモート接客、物流モニタリング

技術の継承 距離制約による生産性・品質低下防止

安心・安全 遠隔モニタリング、ドローンによる危険予知、見守りサービス

デジタルコンテンツの進化 AR/VR、3D、ホログラム等没入型コンテンツ、リアルタイム配信

業
界
別

目
的
別

1. 総務省 : 5Gの利活用分野の考え方 (000414038.pdf)　2. 総務省 :  2020年の5G実現に向けた取組 (000593247.pdf)　3. 総務省 : 第5世代移動通信システム（5G）その概要と今後の展開 (000670738.pdf)

潜在的な5Gとエッジアプリケーションの例



日本よりも5Gの導入が先行した海外では、すでに取り組みが
進んでいる。
具体的なユースケースを紹介する。

ドライバーの安全性向上と新しい顧客体験の提供
自動車メーカーでは、車両や車載アプリケーションを自動管理
することで、プロアクティブなメンテナンスを行い、車両性能を
向上させると同時に、ドライバーの安全性向上に貢献すること
を目指している。また、ドライバーの嗜好や運転地、道路状況な
どに応じて有益な情報やエンターテインメントを提供し、運転
体験を向上させる取り組みも進んでいる。

製造業務の自動化
製造現場では、設備機器や作業者に関するデータをリアル
タイムで可視化、分析し、品質や生産性向上に生かす取り組み
が加速している。エッジでアナリティクスを実行することで、
生産ラインをリアルタイムで検査し、最適化する。早期に異常
を検知し、自己修復を行うところまで自動化を進める企業も
ある。

ニューノーマル時代における従業員の安全
従業員の健康、安全、福利厚生のための職場環境に対する洞察
力を強化する動きも広がっている。感染症の流行拡大という
状況下でも安全に事業を継続するためには、従業員を守ること
が第一だ。そのために、個々人の健康状態を監視し、作業適性
の指標となるデータと照らし合わせ、異常が認められた場合に
は監督者にアラートを出すといった取り組みが行われている。

ユースケース



データ主導型の「超スマート社会」はデジタル変革（DX）によって
実現されると考えられている。DXによる次世代ビジネスモデルは、
「先進デジタル企業」、つまりデータとデジタル技術を最大限
活用し、さまざまな変化に瞬時に追随できる企業がリードして
いくことになるだろう。
先進デジタル企業は、前述のような「時と場所を問わないデジ
タル体験」を提供し、「社会、業務のさらなる自動化」を促進して
いく。ただ、その実現のためには大量のデータ活用とリアル
タイム処理が求められる。すなわち、先進デジタル企業が価値
を生み出すためには、5Gに接続された多種多様なエッジデバ
イスから物理的制約を受けずにデータを収集し、最適なポイント
にあるエッジコンピューティングでのリアルタイム処理が不可欠
となると言える。

先進デジタル企業の実現に向けて強化すべき基盤
ビジネス戦略：
企業や業界をまたがったビジネス・プラットフォーム構築

デジタル・テクノロジー基盤：
企業にとって最適なIT基盤の選択

組織変革能力：
企業文化、スキル、人材、仕事の質を変革

5Gやエッジコンピューティングは新しいテクノロジーであり、
導入にあたって検討しなければならない点が多々ある。先進
デジタル企業として提供すべき実現価値を定義し、そのための
基盤強化を推進するには、推進アプローチ（方法論）とIT技術
（アプリケーション・IT基盤・ITアーキテクチャー）が必要である。

IBMはこの両面で多くの企業・組織のDX実現の支援実績が
あり、DXを高度化する5Gとエッジコンピューティングの活用
においても同様のご支援が可能である。

データ主導型の 
「超スマート社会」の 
実現に向けて
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